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序文

私が一番初めにディスレクシアのお子さん

に出会ったのは、今から 34年前のことでし

た。よく話をしてくれる活発なお子さんで、

字が読めないという主訴で受診されました。

会話の様子からは発達全般が遅れているとは

思えません。ところが、本を読ませるとそれ

はそれは大変な苦労をして読みます。一文字

ずつ拾って読むし、間違えて読むし、同じと

ころを何度も読み直すしといった状態で、聞

いている私は、何を読んでいるのかさっぱり

分からないといった状態でした。

どうしてこんなことが起きるのか、不思議

でたまりませんでした。当時は日本語のディ

スレクシアについてはほとんど資料がありま

せんでしたが、鈴木昌樹先生の本（微細脳障害 :

学習障害児の医学1979）にdyslexia という

小児のことが詳しく紹介してあり、まさにこれ

だと納得したことを覚えています。

診断のめぼしはついたものの、どうやった

ら本が楽に正しく読めるようになるのか、皆

目見当がつきませんでした。学んでみたいと

思ってもディスレクシアについて教えてくれ

るところなどどこにもありませんし、そもそ

もディスレクシアらしき子どもは病院に来ま

せんでした。そこで、知り合った学校の先生

方に文字が読めない子はいませんか ?と尋

ねるのですが、そんな読めないなんていう子

はいませんという返事が返ってくるばかりで

す。細々と年に数人のディスレクシアのお子

さんを診察しながら、治療や指導法の決め手

がないことに悶々としていました。

そんな中で「読み書き障害（ディスレクシ

ア）のすべて」（PHP 研究所）という本が出

版されました。Shaywitz S 先生が執筆され

た「Overcoming Dyslexia」という本の訳

本です。これが私に大きな示唆を与えてくれ

ました。ただ日本語の指導にすぐに活かせる

わけではないため、試行錯誤を繰り返して日

本語に合った指導法を考え、その効果を検証

していきました。それが T式ひらがな音読

支援の 2段階方式の指導になります。指導

のためのアプリも発明しました。

また前向きに追跡する調査を行って、小学

校 1年生のうちに文字を読むことが苦手な

子を見出して、直ちに指導するという RTI モ

デルによる早期発見と早期指導法を開発しま

した。これには鳥取市や鳥取県内の小学校に

多大なるご協力をいただきました。心から感

謝申し上げます。おかげさまで 2014 年に

完成して、鳥取市のすべての小学校で実践さ

れています。それが広がって鳥取県内の約 8

割の小学校や松江市のすべての小学校に導入

されて成果を上げています。

本書には T式ひらがな音読支援の 2段階

方式による音読指導および RTI モデルによ

る早期発見と早期指導法の理論と実践が解説

してあります。ディスレクシアに限らず、文

字を読むのが苦手なお子さんから、外国人の

お子さんまで幅広く使える方法です。本書の

活用によって、本を読むのが楽になり楽しく

学校に通えるお子さんが増えることを心から

願っています。

2019年 1月

小枝達也
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復刻版の序
　2019 年 1 月に日本小児医事出版社より『T 式ひらがな音読支援の理論と実践～ディス

レクシアから読みの苦手な子まで～』を発刊いたしました。大変好評を頂いておりました

が、はからずも 2022 年 3 月末日にて絶版となりました。

　いろいろな方々より惜しむ声を頂戴したことを受けて、このたび中山書店より復刻版と

して発刊する運びとなりました。復刻版の刊行にあたり、日本小児医事出版社のご厚情な

らびに中山書店のご理解に心より感謝申し上げます。さほど間を空けずに復刻できますこ

とを心より喜んでおります。引き続き本を読むことに困っているお子さんのお役に立てる

ことに大いなる幸せを感じているところです。

　本文 38～40 頁に紹介してあります音読指導アプリは、復刻版とともにバージョンア

ップした形でご提供できることになりました。NPO 法人 ASrid のご厚意により、Web

版として提供いたします。これにより利用可能な端末の種類が増えることになります。下

記の QR コード（URL: https://www.t-ondoku.com）によりアクセスしてご使用くだ

さい。本文 41～44 頁に紹介してある語彙指導アプリについては、現状のままのご提供

となります。

新しい音読指導ウェブサイトの QR コード

　本書は、ディスレクシアのお子さんに限らず、読みに困難のあるお子さん、さらには外

国人のお子さんの読み指導にご利用いただけます。本書の活用によって、本を読むのが楽

になり楽しく学校に通えるお子さんが増えることを心から願っています。

2022 年 5 月

小枝達也
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1 そもそもディスレクシアとは？

最近、テレビの教育や福祉関連番組などで

よく取り上げられていますが、そもそも“ディ

スレクシア”って何なのでしょうか？

ディスレクシアにはちゃんとした定義があ

ります。それは後ほど述べるとして、まずディ

スレクシアとは、分かりやすく言えば、全般

的な発達に遅れはなく、勉強も頑張っている

のに、基本的な（わが国で言えば平仮名）文

字の読みが極端に苦手で、学校の勉強に悪影

響を及ぼしている状態だとお考えください。

ここで大事なのがディスレクシアのお子さ

んは「平仮名が読めない子」ではなく、「極

端に遅いし、よく読み間違える子」の中にひっ

そりと隠れているという事実です。

日本語の平仮名は文字とその読みの対応関

係がとても規則的なので、ディスレクシアの

お子さんも、頑張れば平仮名文字くらいは読

めるようになっていくことが多いのです。

しかし問題は、その「読める」ということ

の中身です。例えば「ゆきだるま」という５

文字の平仮名を見て、ディスレクシアのお子

さんがやっとの思いで「・・・・ゆ・き・・だ・・・

る・ま」と拾って読んだとします。ほとんど

のディスレクシアのお子さんは、自助努力で



9

第1章　ディスレクシアとは何なのか

読めるようになっても、このような拾い読み

の状態なのです。

これは「読める」か「読めない」かの２択

では読めると判断されますので、学校の先生

には「この子は、平仮名は読めますよ」と言

われてしまいます。つまり、「文字が読めな

いディスレクシアなどという子は、うちのク

ラスにはいません」ということになってしま

うのです。しかし、たった５文字の平仮名を

読むのに、やっとの思いで絞り出すように読

むこと自体が問題なのであり、それに気づか

ない「読める」ということの解釈のズレが、

ディスレクシアの子どもたちを長きにわたっ

て埋もれさせている元凶なのです。まずはぜ

ひともこの事実に目を向けてください。

ディスレクシアの子は
“文字が読めない子”ではありません！

“極端に遅いし、よく読み間違える子”の中に
ひっそりと隠れています。
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1 Ｔ式ひらがな音読支援の概要

1　 そもそもＴ式ひらがな音読支援って
なに？

本書の本題であるＴ式ひらがな音読支援に

ついて紹介いたします。ディスレクシアの診

断については、前章のように進めていけば良

いのですが、では「治療や指導はどうしたら

いいの？」という問いかけにお答えするのが

このＴ式ひらがな音読支援になります。また、

Ｔ式ひらがな音読支援はディスレクシアに限

らず、広く読み書きが困難なお子さんの支援

ツールでもあります。

以前は鳥取大学方式と言っていました。筆

者両名が鳥取大学在職中に開発したからで

す。しかし、開発者２名ともに鳥取大学から

離れましたので、問い合わせなどが鳥取大学

にいっても担当者がいないのではご迷惑をお

かけすると考え、Ｔ式と命名した次第です。

ですからＴ式のＴは「鳥取大学」のＴです。

そして、鳥取県や鳥取市のＴでもあります。

開発にあたっては鳥取県や鳥取市の教育委員

会、学校関係者、鳥取大学附属小学校の教職

員の方々に多大なご尽力をいただきました。

そこで感謝の思いを込めてＴ式と命名しまし

た。新版Ｋ式発達検査のＫが「京都」を意味

することに倣ったということになります。

さてＴ式ひらがな音読支援は２つの柱から

成り立っています。一つは２段階方式の音読

指導であり、もう一つは RTI モデルによる早

期発見と早期介入です。

1 ２段階方式の音読指導

2 RTI モデルによる早期発見と早期介入

Ｔ式ひらがな音読支援
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漢字の読みの指導コラム

1. 漢字は熟語で学習すると良い

①読みを教える、②意味を教え

る、③例文を作るという３点を大切

にして指導すると習得しやすくなり

ます。語彙指導の要領と同じです。

ほとんどの熟語には一通りの読み

方しかないので混乱しなくて済む上

に、意味を思い浮かべやすいからです。

2. 漢字は漫画本で勉強する

漢字には親和性の高いものが身に

つくという性質があります。ですか

ら漢字が身近になるくらいに漫画本

に熱中すると漢字が読めるように

なっていきます。ルビが振ってある

ことも大いに助けになります。

個人的にはドラえもんがお薦めで

す。ドラえもんは、セリフの中に熟

語がよく出てくるのでとても勉強に

なります。
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